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平成30年7月に、宮古駅南側に、市民交流センター、市本庁舎、保健センターの3つの機能を集約
した地域防災拠点施設「イーストピアみやこ」が完成しました。この新たな施設のあり方や、現市庁舎移
転後の跡地の活用方法、そしてこれらを核とする中心市街地に賑わいを産み出すためのアイディアを
話し合うため、平成26年11月に「まちづくり市民会議」という、市民の集まりが組織されました。
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7月21日 season4 第２回ワークショップを開催

平成30年7月21日（土）13：30より、市役所分庁舎で、season4（第4期）第2回目の市民ワークショッ
プが開催されました。今回のテーマは「プロジェクトチームをつくって走り出そう！」。当日は、高校生、短
大生から50歳代までの45名の皆さんに参加していただきました。当日の様子は、まちづくり市民会議
facebookページに掲載されています。
https://www.facebook.com/miyakowakuwaku/

ワークショップに先立ち、7
月7日に開催された「まんな
かマルシェ・たなばたの星ま
つり」について、まんなかマル
シェ実行委員会の田中さん
から報告していただきました。
また、シネマ・デ・アエルプロ
ジェクトの有坂さんから、同日
に開催された「七夕ガーデ
ン」を含めて、同プロジェクト
の活動予定について報告し
ていただきました。

４つのプロジェクトに分かれて、アイディアの話し合い

サケのまち宮古PRキャラクター
サーモンくん＆みやこちゃん

平成27年12月からは、初年度に示されたアイディアの具体化を目指して、「まちづくり市民会議
season2」（第2期）として、市民ワークショップを重ね、平成28年11月6日（日）に、中心市街地を会場
として、アイディアを実践する場「みやこ・わくわくストリート2016」を開催、多くの皆さんに参加していただ
きました。翌年平成29年には、引き続き「season3」（第3期）として活動を継続し、10月15日（日）に
「みやこ・わくわくストリート2017」を開催しました。
今年度は、これまでに育まれた活動の蓄積を生かしながら、さらに多くの市民の皆さんとの連携の輪
を広げていくことを目指し、「season4」（第4期）の活動を開始しました。その活動の様子を、この「かわら
版」で紹介いたします。

その後、参加者の皆さんに
は、右に示したの4つのうち、
自分がやってみたいと思うプ
ロジェクトに参加してもらいま
した。そして、グループごとに、
何をやりたいか、実行する場
所、解決すべき課題などに
ついて、自由に話し合いを行
いました。

プロジェクトA
アクティビティの活動を目指す
チーム

プロジェクトC
まちなかでの交流を生み出すことを
目指すチーム

プロジェクトB
多世代が交流できる活動を目指す
チーム

プロジェクトM
アート・ハンドメイド・音楽などを
楽しむチーム



今年は、子どもたちだけではなく、高齢者の
皆さんも楽しめることを企画したい。室内で、例
えば、ジェスチャーゲームや、ペタンク、キック
ボウリングなどが考えられそう。安全面への配
慮や、他のプロジェクトとの連携が課題。

今後の予定
次回は、4つのプロジェクトごとに、アイディア
をふくらませるとともに、実現に向けて、より具
体的に話を進めて行きたいと考えています。
参加は自由です。興味のあるお知り合いの
方がいましたら、ぜひお誘いください。

まちづくり市民会議 season4

第３回ワークショップ

・日時：平成30年8月18日（土）
13：30～16：30

・場所：市役所分庁舎3階 大会議室

問合せ先：宮古市復興推進課 tel.0193-68-9089

各プロジェクトからの発表…こんなアイディアを実現したい！
その後、各プロジェクトで話し合った結果を発表しました。それぞれの発表内容を以下に紹介します。

プロジェクトA プロジェクトB

プロジェクトC プロジェクトM

宮古を感じられる「宮古感プロジェクト」が
テーマ。駄菓子をプロジェクトのメインとして、食
べもの、昔遊び、昔話、宮古弁を活かしたイベ
ントなど。餅つきも面白そう。スタッフの確保が
課題。学生ボランティアも検討。

中心市街地活性化のための、連携・交流の
仕掛けをつくりたい。イベントに人は来るが、そ
の時だけ。お店と客をつなぐ、時期と時期をつ
なぐ仕掛けを考える。「インスタ映え」など、若
者向けの企画もあるとよいのでは？

宮古らしさをアピール。同時に、質の高い洗
練されたものを…ということで「宮古を磨く
（M&M）」がコンセプト。「共有したくなる」「稼げ
る」「パンチのある」といったキーワードを活かし
たアイディアを実現したい。

最後に、座長の内田先生から、以下のコメントがあり、第2回ワークショップは終了しました。
「他チームとの連携、協力の可能性が見えてきました。また、商店街との連携、協力で、これまでにな
かった「稼ぐ」という視点を意識した内容もあり、ぜひ実現してほしいと思いました。「インスタ映え」や
「ハッシュタグ」といった、若者に興味を持ってもらうアイディアも活かしていってほしいと思います。」


